
　
平
成
２
８
年
３
月
１

９
日
、
北
見
赤
十
字
病

院
は
病
院
移
転
新
築
・

改
修
工
事
竣
工
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
と
、
創
立

８
０
周
年
の
記
念
式
典

を
北
館
多
目
的
ホ
ー
ル

「
ミ
ン
ト
」
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
近
衞

忠
煇
社
長
外
来
賓
、
関

係
者
１
０
０
名
程
が
参

集
し
て
、
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
近
衞
社

長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

来
賓
の
挨
拶
や
工
事
関

係
者
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
が
あ
り
、
同
院
の
吉

田
院
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
式
典
は
結
び
と
な

り
、
そ
の
後
、
ホ
テ
ル

黒
部
で
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
４
年
７
月
の

起
工
式
か
ら
一
連
の
施

設
が
随
時
完
成
、
最
終

工
程
の
北
７
条
通
り
が

今
年
３
月
に
開
通
し
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と

８
０
周
年
記
念
式
典
を

迎
え
た
の
で
す
。

　
新
病
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
『
平
成
２
０
年
５

月
１
７
日
、
北
見
赤
十

字
病
院
の
吉
田
院
長
が

北
見
市
役
所
を
訪
れ
、

神
田
孝
次
市
長
に
「
北

見
赤
十
字
病
院
・
新
病

院
に
関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
現
市
庁
舎

の
移
転
を
前
提
に
、
そ

の
跡
地
を
利
用
し
た
全

面
改
築
が
最
善
と
の
考

え
を
示
し
、
平
成
２
６

年
度
開
院
を
目
指
す
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
』

　
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
す
。

　
そ
の
後
、
北
見
市
役

所
の
移
転
反
対
運
動
な

ど
の
逆
風
が
吹
き
、
試

行
錯
誤
の
苦
難
の
年
月

を
得
て
、
今
日
の
式
典

を
迎
え
た
の
で
す
。

　
同
院
は
元
よ
り
、
関

係
者
そ
し
て
北
見
市
民

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

す
。

　
平
成
２
４
年
３
月
９

日
付
、
「
経
済
の
伝
書

鳩
」
の
記
事
で
す
。

　
『
北
見
赤
十
字
病
院

の
改
築
事
業
へ
の
財
政

支
援
は
、
全
体
事
業
費

１
６
７
億
９
４
０
０
万

円
の
う
ち
、
北
見
市
が

６
０
億
円
、
国
・
道
が

３
７
億
４
２
０
０
万

円
、
管
内
１
７
市
町
村

が
３
億
５
千
万
円
を
支

出
す
る
。

　
市
の
支
出
の
財
源
は

合
併
特
例
債
と
一
般
財

源
。

　
一
般
財
源
を
充
て
る

額
は
合
わ
せ
て
２
０
億

１
千
万
に
な
る
見
通
し

だ
』

　
こ
の
財
政
支
援
の
事

務
を
担
当
し
た
の
が
、

北
見
市
地
域
医
療
対
策

室
で
す
。

　
国
・
道
と
の
折
衝
、

議
会
へ
の
資
料
説
明
、

そ
し
て
北
見
赤
十
字
病

院
と
の
調
整
に
奔
走

し
、
病
院
建
設
を
側
面

か
ら
支
え
ま
し
た
。

　
目
立
た
な
い
裏
方
の

業
務
で
す
が
、
今
回
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
対
策
室
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
の
お
陰
だ
と
思

い
ま
す
。

　
日
赤
が
次
の
１
０
０

周
年
に
向
か
っ
て
、
地

域
と
の
信
頼
の
絆
を
強

く
し
、
益
々
発
展
す
る

こ
と
を
願
い
、
私
達
も

側
面
か
ら
、
息
の
長
い

応
援
を
考
え
ま
す
。

  

北
見
市
地
域
医
療

                        

対
策
室
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平
成
２
８
年
３
月
７

日
（
月
）
、
午
後
１
時

３
０
分
よ
り
、
当
会
の

平
成
２
８
年
度
（
第
７

回
）
総
会
を
北
見
赤
十

字
病
院
の
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
谷
川
代
表
の
挨
拶
が

あ
り
、
来
賓
で
ご
臨
席

を
戴
い
た
北
見
赤
十
字

病
院
の
吉
田
院
長
が
挨

拶
に
立
ち
ま
し
た
。

　
『
第
５
１
回
日
本
赤

十
字
社
医
学
会
総
会
に

お
き
ま
し
て
は
、
ご
協

力
を
戴
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

ま
で
、
総
会
は
日
本
赤

十
字
社
以
外
の
外
部
の

方
が
入
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
各
地
の

病
院
の
先
生
方
（
関
係

者
）
か
ら
、
そ
の
経
緯

な
ど
を
聞
か
れ
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
病
院

で
も
と
考
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
２
年
目
に
な

る
「
北
見
で
の
思
い
出

づ
く
り
の
集
い
」で
は
、

研
修
医
の
先
生
方
が
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
食
事

を
通
し
て
、
北
見
市
民

の
方
々
と
親
し
く
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
今
年

も
８
名
の
研
修
医
の
先

生
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
、３
年
目
の「
思

い
出
づ
く
り
の
集
い
」

に
仲
間
入
り
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
』

　
と
当
会
の
活
動
に
詳

し
く
ふ
れ
ら
れ
、
高
い

評
価
を
戴
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
表
さ
ん
が
議

長
席
に
着
き
、
総
会
の

議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。

　
▼
平
成
２
７
年
度
・

事
業
報
告
、
平
成
２
７

年
度
会
計
決
算
報
告
及

び
会
計
監
査
報
告
。

　
阿
久
津
事
務
局
長
か

ら
の
事
業
報
告
の
説

明
、
阿
部
会
計
か
ら
の

決
算
報
告
、
表
会
計
監

査
に
成
り
代
わ
っ
て
、

森
實
副
代
表
が
監
査
報

告
を
行
い
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
▼
平
成
２
８
年
度
事

業
計
画
及
び
会
計
予

算
。

　
阿
久
津
事
務
局
長
、

阿
部
会
計
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
▼
平
成
２
８
年
役
員

選
出
。

　
事
務
局
か
ら
人
事
案

が
示
さ
れ
、次
の
通
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
・
逢
坂
信
治

（
新
）
、
副
代
表
・
谷

川
勝
男
（
新
）
、
副
代

表
・
森
實
和
美（
留
）
、

事
務
局
長
・
阿
久
津
俊

子
（
留
）
、
会
計
・
阿

部
孝
子
（
留
）
、
会
計

監
査
・
表
宏
樹（
留
）
、

ほ
か
会
員
の
全
て
が
理

事
に
就
任
。

　
審
議
終
了
後
、
廣
川

総
務
課
長
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
戴
き
、
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

　
北
見
赤
十
字
病
院
の

明
日
を
考
え
支
援
す
る

会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
６

年
余
り
。

　
振
り
返
れ
ば
機
関
紙

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
風
」

発
刊
と
研
修
医
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
会
こ
そ
誇

れ
る
活
動
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
い
ず
れ
も
新

代
表
逢
坂
信
治
氏
の
発

案
、
事
務
局
長
阿
久
津

俊
子
、
会
計
阿
部
孝
子

両
氏
を
中
心
と
す
る
メ

ン
バ
ー
の
支
え
が
あ
っ

て
実
現
し
た
。

　
何
事
も
人
に
始
ま
っ

て
人
で
終
わ
る
の
喩
え

通
り
、
シ
ニ
ア
世
代
が

多
い
会
員
は
、
互
い
の

人
生
体
験
に
導
か
れ
る

よ
う
に
し
て
会
の
活
動

を
進
め
て
き
た
。

　
昨
年
１
０
月
、
当
地

を
会
場
と
す
る
医
学
会

総
会
に
局
外
か
ら
参
加

が
許
さ
れ
て
、
得
が
た

い
体
験
も
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
医
療
の
内
懐
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
全
国
の
方
々
と
の
交

流
は
、
今
後
の
会
の
活

動
に
た
く
さ
ん
の
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、こ
の
３
月
、

新
代
表
逢
坂
信
治
氏
の

も
と
「
支
援
す
る
会
」

は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
人
生
経
験
が

豊
富
で
斬
新
な
企
画
力

の
新
代
表
が
会
の
先
導

役
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
。
会
員
一
同
、
決
意

も
新
た
な
「
一
歩
」
を

と
思
う
。
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平
成
２
８
年
度
総
会

の
閉
会
に
引
き
続
き
、

北
見
赤
十
字
病
院
の
吉

田
院
長
か
ら
感
謝
状
が

逢
坂
代
表
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
「
北
見
赤

十
字
病
院
の
医
療
活
動

に
携
わ
る
全
て
の
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

共
有
し
、
日
赤
の
医
療

活
動
の
現
状
と
将
来
を

考
え
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
」
に
平
成
２
２
年

１
月
に
当
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
病
院
の
現
状
を
知
る

た
め
に
勉
強
会
や
院
内

見
学
会
な
ど
に
着
手
し

ま
し
た
が
、
具
体
的
活

動
で
思
い
悩
む
年
月
が

続
き
ま
し
た
。

　
漸
く
、
私
た
ち
は
病

院
の
「
応
援
団
・
広
報

部
」
の
仕
事
が
使
命
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　
平
成
２
６
年
８
月
、

「
熱
烈
歓
迎
　
北
見
赤

十
字
病
院
・
研
修
医
の

皆
さ
ん
　
焼
き
肉
と
地

ビ
ー
ル
そ
し
て
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
　
北
見
で
の

思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
医
の
皆
さ
ん
か

ら
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
、

当
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
２
７
年
１
０

月
、
第
５
１
回
日
本
赤

十
字
社
医
学
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
日
本
赤
十

字
社
や
全
国
の
赤
十
字

病
院
の
皆
さ
ん
、
１
７

０
０
人
余
が
北
見
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
発
表
会
場

（
北
見
市
立
体
育
セ
ン

タ
ー
・
東
陵
公
園
）で
、

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

の
接
待
と
会
の
活
動
を

示
す
パ
ネ
ル
展
を
当
会

が
担
当
し
、
全
国
の
い

く
つ
か
の
赤
十
字
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を

同
院
が
評
価
し
、
今
回

の
感
謝
状
の
授
与
に
な

っ
た
の
で
す
。
会
員
皆

で
受
賞
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
な
お

一
層
、
活
動
の
内
容
を

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

　
感
謝
状
に
添
え
ら
れ

た
お
礼
の
金
一
封
は
会

の
運
営
資
金
と
し
て
大

切
に
使
い
ま
す
。
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創
立
８
０
周
年
記
念

誌
の
編
纂
は
「
北
見
赤

十
字
病
院
創
立
８
０
周

年
記
念
誌
作
製
編
集
委

員
会
」
が
行
う
こ
と
に

な
り
、
委
員
長
に
相
原

事
務
部
長
、
委
員
に
上

野
副
院
長
兼
看
護
部
長

外
の
皆
さ
ん
が
選
ば

れ
、
南
参
事
外
が
編
集

委
員
会
事
務
局
を
担
当

し
ま
し
た
。

　
古
い
資
料
・
写
真
の

整
理
、各
部
門
の
現
況
、

外
部
の
寄
稿
者
へ
の
依

頼
な
ど
膨
大
な
取
材
と

編
集
作
業
が
続
い
た
の

で
す
。

　
記
念
誌
は
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
・
創
立
８
０

周
年
記
念
の
式
典
ま
で

に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
業
務
の
後
、

記
念
誌
作
製
に
取
り
組

ん
だ
ス
タ
ッ
フ
の
ご
苦

労
は
大
変
な
も
の
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
創
立
８
０
周
年
記

念
誌
・
こ
の
地
と
共
に

歩
ん
だ
８
０
年
に
感
謝

を
込
め
て
」
は
先
日
完

成
し
、
今
回
の
式
典
で

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
吉
田
院
長
外
各
界

の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
８
０
周
年
記

念
誌
に
寄
せ
て
」
か
ら

始
ま
り
、

　
■
こ
の
地
と
共
に
歩

ん
だ
８
０
年
、

　
■
各
団
体
代
表
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
創
立

８
０
周
年
に
寄
せ
て
」

の
数
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、

そ
の
中
に
谷
川
前
代
表

の
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
■
新
病
院
の
紹
介
、

新
病
院
建
設
へ
の
思
い

（
吉
田
院
長
）
、

　
■
こ
れ
か
ら
も
未
来

と
共
に
・
各
部
門
紹
介

な
ど
２
５
０
Ｐ
程
の
立

派
な
記
念
誌
で
す
。

　
昨
年
１
２
月
１
６

日
、
会
の
例
会
で
、
谷

川
代
表
が
辞
意
を
示

し
、そ
の
後
、何
度
か
、

役
員
会
で
辞
意
の
取
り

扱
い
と
新
代
表
の
選
出

に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
円
満
に
結

論
を
得
、
役
員
選
出
案

を
総
会
に
提
案
し
ま
し

た
。

　
平
成
２
８
年
３
月
１

９
日
（
土
）
、
北
見
赤

十
字
病
院
移
転
新
築
改

修
工
事
竣
工
・
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
と
創
立
８

０
周
年
記
念
式
典
に
招

か
れ
て
、
お
祝
い
に
会

を
代
表
し
て
参
列
し
ま

し
た
。
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
の
立
ち
上
げ
を
発

案
さ
れ
た
の
が
谷
川
さ

ん
で
し
た
。

　
発
足
か
ら
長
い
間
、

私
た
ち
を
導
い
て
戴

き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
で
、
代

表
の
仕
事
を
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
逢
坂
）

（４）２０１６年（平成２８）年３月２５日（金）　機関紙 オホーツクの風 第００１６号 発行責任者 逢坂信治
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感
謝
、表
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